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現代ギリシア民衆歌謡のもつ特質の考察一

ミキス・テオドラキス音楽劇「死んだ兄弟の歌」より

土居本稔

はじめに

2004年夏のアテネ・オリンピックの開会式で、オリンピック旗が入場して来

たときに演奏された曲の名前をご存知の方はどれだけおられるだろうか。それ

はミキス・テオドラキスが 1962年に発表した音楽劇「死んだ兄弟の歌jのため

に作詞作曲した九つの歌のうちのひとつ、 「果樹園の中で」である。

開会式のアトラクションでは映画「その男ゾ、ルノく」のテーマ曲も演奏された。

こちらの方がテオドラキスの作品として有名なので気付いた方も多いはずだが、

オリンピックの精神を体現するオリンピック旗の入場・掲揚の際の伴奏音楽と

してこの曲を選択したことはそれなりの意味があったのだろう。開会式の音楽

総監督は、重鎮の作曲家スタブロス・クサルハコスであった。

1925年生まれ（今年 89歳）のギリシアの作曲家ミキス・テオドラキスを、日

本で最初に本格的に紹介したのはフランス現代思想研究者の杉村昌昭である。

杉村は、西村徹とともにテオドラキスの「抵抗の日記Jという著書の仏語から

の重訳を行なっている（河出書房新社、 1975年）。また、杉村は「音楽芸術」

1975年6月号と「解放教育」 1975年 9月号でテオドラキスについて紹介してい

る。

1. 作曲家ミキス・テオドラキスの素描

「解放教育」 1975年 9月号、 「作曲家ミキス・テオドラキスと現代ギリシア

の文化革命」杉村昌昭、よりミキス・テオドラキスの全体像を簡潔な文章でみ

てみよう。
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ギリシアの詩人ヤニス・リツォスが 1936年につくった「墓碑銘（エピタフィオス）」と

し寸連作詩（これは 36年 5月、ギリシア北部のテッサロニキにおけるデモ行進が、警官隊・

憲兵隊との衝突で多数の死傷者がでた折、 「息子を殺された母親の嘆きJをうたった詩で

ある）のうちの八編にテオドラキスは曲をつけ、これが一挙に彼の名声を確立したのであ

る。しかも、それは民衆の心を明確に表現したギリシアの土着性濃厚な曲だった。そして、

この作曲は、それまでクラシック音楽の作曲に専念していたテオドラキスにとって、 ［留

学先のパリから 筆者注］ギリシアに戻って民衆との対話を復活するきっかけになった。

（中略）

60年に同じくギリシアの作曲家ノ、ジダキス（映画「日曜はダメよ」の音楽で有名）が、

テオドラキス作曲の「墓碑銘」を演奏録音し［ナナ・ムスクーリ歌一筆者注］、そのレコ

ードは爆発的大ヒットとなった。しかしテオドラキスは、この演奏（洗練されすぎ、ギリ

シアの土着性と民衆エネルギーの表現が欠落していた）に満足せず、自らオーケストラを

編成して、ギリシア特有の民族楽器ブズーキ（？ンドリンに似た弦楽器）を主体にして、

民衆の心を伝える土着性濃厚な演奏を行なった。 ［？リア・ファランドゥーリ、グリゴリ

ス・ビスィコーツィス等の歌一筆者注］

この二つの演奏様式をめぐって、ギリシアのいたるところで、あらゆる機会に、 「テオ

ドラキス派」と「ハジダキス派」が対立したが、この音楽論争の裏には、実は 30年代・ 40

年代の深刻な政治抗争がひそんでいたのである。当時はまだパリに在ったテオドラキスは、

ギワシアに戻ってこの闘争に参加し、組国の解放と文化的蘇生のために一身を投げうっ決

意をする。こうしてテオドラキスは、ギリシアに腰をすえて数多くの現代民衆歌謡を創作

するかたわら、精力的な演奏活動を行し、はじめる。

61年にテオドラキスが、ブズーキ・オーケストラを率いて国内演奏旅行をした時には当

時のカラ7 ンリス政府は、民衆の蜂起を恐れて、テオドラキスの行く先々で戒厳令を発し

たという。これ以後、ブズーキはテオドラキスの音楽の象徴となるが、この楽器にもまた、

ギリシアの苦悩の歴史が深く刻み込まれている。そのことについて少し触れねばならない。

ブズーキは、中世ビザンチンのフレスコ画にも描かれている古い楽器である。そして、

1820年代のギリシア独立戦争の際には、ギリシアの山岳ノミノレチザンが自由と闘争の歌の伴

奏に愛好した楽器としても知られる。しかし、その後、この楽器は長らく閣に葬られる。

そして、もっぱらトルコの娼窟で使用されたといわれている。 1922年、 トルコとの領地争

いに敗北した小アジアのギリシア入植民者たちが、ブズーキをギリシア本土に持ち帰るが、

この楽器は、以後もっぱら、ならず者や阿片常用者の出入りする怪しげな酒場で演奏され

たという。いわば魔窟の楽器になったというわけで、ある。

しかし、それは単なるブルジョア趣味の魔窟ではなかった。そこは、メタクサス独裁

(I 936-40）、レジスタンス（1940-45）、内戦（I946-49）、そして戦後と、非常に混乱したギリシ

アの歴史に疎外された民衆の苦悩の吹きだまりだったのである。事実、しいたげられた民

衆の微妙な心のヒダを伝える多くの歌が、ブズーキの調べに託され、歌いつがれていたの

である［これらの歌はレベティカといわれる一筆者注］。だからこそ、ブルジョアジーは
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ブズーキを嫌悪し、元来が宿敵トルコ起源の楽器だという理由で長らく聞に葬っていたの

だった。

ところで、このブズーキを魔窟から引き出した功績は、先に触れたテオドラキスの好敵

手ハジダキスに帰せられる。ハジダ、キスは 1950年頃からブズーキ音楽を創作しはじめた。

かれの作曲した魅惑的音楽はブルジョアジーがブズーキに百科、しれるきっかけを与えた。

ノ、ジダキスによって、プツレジョアジーはブズーキを知り、これを許容するようになったの

である。が、しかし、彼らがブズーキに魅かれたのは、民衆の心を理解したいがためでは

なかった。アメリカ式のナイトクラブで演奏する軽音楽の中にブズーキを取り込み、単な

る鑑賞用の楽器として流行させるためであった。

そこでは、ブズーキは本来の荒けずりな調子、にがみを含んだ音色を失い軽薄で安易な

輸入音楽の道連れにされたのである。いわば、ブズーキは異邦語を奏ではじめたというわ

けなのだ。そして、その異邦語を奏ではじめたブズーキに、本来の音色と性格を取り戻さ

せたのがミキス・テオドラキスだった。

ギリシアの国民詩人リツォスの詩をブズーキの調べにのせたことは一つの革命であった。

左翼の批評家たちでさえ、これを退廃した社会層の表現、堕落のイメージを喚起するもの、

大衆を腐敗させるペシミズムの浸透に一役買うものだと言って非難した。右翼国粋主義者

たちが、ギリシアの詩とトルコの楽器を結合させることなど胃潰行為だと憤慨したことは

いうまでもない。

しかし、青年たちはただちに、テオドラキス支持の立場にまわった。テオドラキスは青

年たちを前にして講演し、ギリシア独立戦争の英雄たちがつくった詩のなかにブズーキが

現れること、当時のパルチザンの指導者マクリヤニスはブズーキを好んで演奏したことな

どを諮り、さらに「楽器を道徳に結びつけ、そこに堕落の手段を見るなどということは馬

鹿げた冗談、非常識以外の何者でもない。ナイフを使って、人殺しもできればパンを切る

こともできるのだj と反論した。

かくしてテオドラキスは、しいたげられたギリシア人民大衆の歴史総体を現在に結びつ

け、祖国を外国勢力のくびきから解放するための果敢な変革運動を開始することになる。

（中略）

テオドラキスはまた、祖国ギリシアの偉大な詩人たちの作品に曲をつけ、常に外国勢力

の横暴にしいたげられてきたギリシアの民衆の愛国心をおおいに昂揚した。偉大な詩人た

ちの言葉は時に難解だったが（たとえばノーベル文学賞を受賞した G・セフェリス）、テ

オドラキス作曲の、民衆の魂に根ざした親しみやすいメロディにのせられると、誰しもが

口ずさみ、その内容を理解するようになったといわれている。 （以上）

2. 『テオドラキス学Jへのアプローチ

テオドラキスの政治的立場は「抵抗の日記Jに記されたように、 1967年から

月
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の軍事独裁政権下の投獄・流刑の時期を含めて一貫した左翼と見られがちだが、

後年 1990年、保守党（ND）内閣の無任所大臣にも就任したので、彼の音楽芸

術と政治的立場の変遷との関係を作品に照らし合わせて研究する必要がある。

テオドラキスの作曲した作品を理解することはとりもなおさず、曲を付けた

セフェリス、エリティス、リツォス、ガッツォス、アナグノスタキス等の詩人

やカザンザキス、カンパネリスらの作品を正しく解釈し理解することにつなが

る。

テオドラキスの作曲の手法と、政治的立場との関係、現代文学（とくに現代

詩）との関係を研究することは音楽・言語芸術と政治性、民族・伝統芸術との

関連性というような多面的なアプローチをすることが欠かせない。現代ギリシ

ア社会・政治に及ぼしてきた彼の影響の大きさを考慮すれば、このような研究

が必須であり大変な労力の要る作業となろう。

テオドラキスが主張するように、特権階級によって生み出された、特権階級

のための音楽とは正反対の方向性を持つ芸術を生み出そうとした視点を外さな

いことがこの研究にとって重要と考える。特権階級とはクラッシク音楽時代の

世襲的な身分のみならず、いわゆる学識・教養を独占してきた人びとも含む。

高度な文学作品を読めない民衆に対して、聴けば分かる伝統音楽のメロディと

歌謡でこれら詩人・作家の言葉を表現し伝えようとしたc

テオドラキスを理解するには、現代ギリシア政治（戦後の左右両派の政治対

立、軍事独裁）、民衆音楽（レベティカ音楽、ギリシア民族舞踊、ビザンチン

音楽、グレゴリオ聖歌、トルコ音楽、西洋音楽の影響）、現代ギリシア文学（と

くに二人のノーベル賞詩人を含む詩人達）、それぞれに対する知識と理解が必

要である。この音楽、文学、政治の合わさった営為の究明過程は「テオドラキ

ス学Jと呼べそうである。

3. 音楽劇「死んだ兄弟の歌Jの玉編の歌詞の試訳

この研究ノートでは、音楽劇「死んだ兄弟の歌」の執筆の時代的政治的背景

を明らかにすることと作品の九編の歌詞から、テオドラキスの作詞した五編を

選んで試訳を行った。これら五編の歌を選んだ基準は、この劇の主題をよく表

している点と、筆者が気に入ったメロディであるからである。劇中で歌われる

九つの歌は、① A甘piλric;，② To6ve:1po，③ H Aλuoiδα，④ Ko1同oouαyye:A.ouδ1

μou，⑤’EvαδElλ1v6，⑤ npoδo同vriaycmri，⑦ Tov nauλO Kαl TOV N1KOA16，⑧ 
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rmπEpj36λlα，⑨ t.o~αOTIKO，である。この内、①、②、⑤、⑦、③を選んで、試

訳を行った。これらの曲はどれも単独で人気歌手により現在までギリシアで歌

い継がれている。

3-1.音楽劇「死んだ兄弟の歌」創作の時代背景とあらすじ

ギリシアは 1940・1944にドイツ・イタリアの占領とその後の解放の後、

1946・1949に左右両派、つまり解放運動功労者の共産主義者と米英の支援を受け

た右派によるギリシア内戦を経験した。この内戦時の市民間の衝突を二人の兄

弟、左派のパブロスと右派のアンドレアス、そしてこの兄弟の母親をギリシア

に喰えて、戦後ギリシアの具体的なシンボル化を図った。背後に外国勢力が介

在して、同胞の殺し合いに至った内戦時の悲劇を描いたが、両派の和解を主題

としたので、民主左派連合（EDA）からこの作品はボイコットされた。

登場人物は、パパメルクーリウ家の父親がドイツ占領時代にドイツ兵により

殺されて、母親と二人の息子が残された。左派のパプロス（20才）と右派のア

ンドレアス（25・30才）で、おのおのが信念に基づいて行動する。母親は彼らを

和解させようと試みる。内戦中にアンドレアスは戦死する。パブロスは、恋人

であるステフアノウ家のイスメネ（18才）に裏切られる。イスメネは、右派と

戦った父親を助けるためだ、ったが最後に殺される。この血まみれの戦いの主人

公は母親である。別の家族の、母だけで父のいないニコリオス（20-25才）は左

派として登場し歌にも出てくる。両派が手を携えて団結しようという歌で終わ

る。

詳細は、“Musicand Theater" Mikis Theodorakis、GeorgeGiannaris訳にこの劇の

英訳が収録されている。 1962年 10月 15日にアテネのカルータ劇場で‘初演され

た当時（グリゴリス・ピスイコーツィス歌）は左右両派から批難の声があがっ

た。その後の政府の政治的思惑からテオドラキスの全ての作品を含めて上演禁

止、レコードの所持さえ禁止になるが、この音楽劇は 1981年、 1999年、 2000

年と計4回上演され、その時々の有名歌手が歌った。

3-2.歌曲のメロディの特徴

取り上げた五編のうち、 「夢」、 「ある夕方」、 「パブ、ロスとニコリオス」、

「果樹園の中で」がギリシア民族舞踊のゼイベキコスのリズムに従い 9/8拍子で
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ある。 「4月」が 4/8拍子である。米コーネル大学の比較文学の教授で、あり、テ

オドラキス研究家の GailHolstは、 「ある夕方」を例にとってレベティカで使用

される共通の様式の DMinor （ニ短調）キーで書かれたメロディと歌詞との関係

を詳述している。また、ゼイベキコスは、ギリシア民族舞踊の中で最も重々し

く、情熱的で、内省的なリズムであり、歌詞と完全に合わせられると述べてい

る。

音楽はまず聴いてみることであり、音楽を文字で表現することは本来するべ

きことではないかも知れないが、杉村昌昭の言葉を借りれば、テオドラキスの

音楽は、 「土着性を濃厚に含んだ魅惑的メロディ」であり、 「アイデンティテ

ィ喪失の現代人にとって、自己の魂の根に遡行することを迫る何か不思議な魅

力を秘めている」のである。テオドラキスの半生記を書いたジャック・クバー

ルの「彼の音楽にはタイムとジャスミンの香り、松脂入りワインと串焼きマト

ンの香りがする」との表現もあった。筆者は「ギリシア民衆歌謡は物悲しいが、

とても美しいメロディにオリエンタル風の繊細・複雑なリズムの合わさったハ

イブリッド音楽」と表現しておく。テオドラキスの曲にはさらに物語性・メッ

セージ性が色濃く出てくる。

3-3.翻訳上の注意点

Gail Holst及び、“Musicand Theater”Mikis Theodorakisの訳者である George

Giannarisの二人の英訳文を参照しつつ、ギリシア語原文の和訳を行なった。原

詩は、テオドラキスの MIKm:ElEOt.nPAKH~. MEλoπon1μ釣ηIloiTJITTJTOMOk A 

TPAfOYt.IA 古ljllλov／~t~λiα1997 から引用した。 （ただし、単一アクセント記号

とした）。訳語が適切かどうか、また歌詞の日本語としてこなれていなし、かも

知れないので、読者の批評を待ちたい。

3-4.五編の歌調の試訳

TO TPA「OYill TOY NEKPOY ME八φOY:

「死んだ兄弟の歌」

An Pl八HL

AπpiAri μou ~αvet 
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Km Mari μupwδciTE 

Kαp~1ci μou 甘山g avrtxrn; 

μtσαOTl']V TOOi'] ayciπ円

Kα1 orn; TOOE<; 0ドopcp1t<;

「1oµi~E1 ri ymov1ci 

Tpαyouo1αKαI <p!Alci 

Tl']V KOTrEλ1ci μou Tl'] AtvE 八EVIW

HαTO’xw μuoTIKO. 

Aortp1 μou Xλω判。

TOU <pEyyαp1ou axrioa 

OTO ya'ITαv6cppu06σOU 

KpEμciOT円KE I'] Kαpδ1ci μou 

oav TO TrOUλOKI OTO ~O~Epyo. 

八OUλouo1 μou，λOUλOUOI μup1or6 

Kai p60o μupwoaro 

。Tl'] μciva OOU 8a’p8w 

vα 甘cipw TηV EUX~ Tl']<; 

kα1 TO Tα！plπαyα甘ω

4月

わたしの晴れた 4月と風薫る 5月

胸のときめきにあなたはどうして堪えられょうか

とても多くの愛とこの上もない美しさのなかで。

まわりは歌とキスにあふれでいる

彼女の名前はレニオというのだ

でも、それは秘密だ。

わたしの青白い星、わたしの月光

わたしの心はあなたの優美な眉に

ぶら下がっている

まるで鳥もちを塗った枝から吊り下がった

小鳥のように。
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わたしの花、かぐわしい花、いい香りのバラ

わたしはあなたの母親のところにゆき

許してもらい、愛する彼女に会う。

TO ONEIPO 

.t:.uo y1ouc; EiXEc; ~」αvouAa μou 

ouo OEVTPα， OUO TTOTaμ1a 

OUO KclO'Tpα~EVETO'lclVIKQ 

ouo ou6oμouc;, ouo AαxrapEc; 

’Evαg YIαTflV AvαTOλ内

Kl o aAAoc; YIαTfl Mori 

kα1 au crrri μtori μovαx内

ドlλac;, pwrac; rov’Hλ10 

ー’HA1E， πou ~AE甘El<; Tα~ouva, 

甘OU ~AEπEl<; TαπOTOいiα

orrou SwpEic; rαrraeri μαE 

Kαl r1c; qnwxtc; μavouλEe;, 

Av OE1c; TOV nα白人0 中WVα~E

Kai rov AvrpEαπEe; μou 

M’EVαV KαflμO T’αVclO'TflO'α 

い’Evaλuyμ6 TαEyEVVα 

MαEKEiVOIαφ内VOUVE ~ouva, 

01α9αivouvE 甘OTOいlα

’Evαc; TOV aAAoψaxvouvE 

y1a V’aAAriAooψαyouvE 

Kαl KEI O'TO 廿10ψriM ~ouv6, 

σTflV π10 ψ円λ内 pαxo白人α

。1μ6 KOVTclπλαYlcl<';OUVE 

Kl OVEIPO iOIO Rλt甘ouv
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LTT'J＜；ぃavac; TPEXOUVE Kl 01 i5uo 

TO VEKp!KO Kp£j3an 

µa~i Ta xtp1a i5ivouv£ 

T円＜； KAEiVOUVE Tαμar1α 

Kαl Tα ぃαxαiplα ドπ内VOUVE

Pα810 μtoαOTO XWぃα
Kl OTTEKEI avtj3λUOE VEpO 

vαTTIEI<;, Vα~£01ψ00£1<; 

夢

お母さん、あなたには二人の息子がいた

二本の木、二本の河、ふたつのベネチアの城、

ふたつのミントの茂み、ふたつの切なさ。

ひとりは東へ向かった

もうひとりは西へ

そして、あなたは彼らのあいだで

ひとりぼっち

太陽に話しかけて、訊ねてみて。

一太陽よ、どこでその山々が見えるのか、

どこでその河が見えるのか

わたしたちの苦難と哀れな母親達が

見えたらどこででも、

もしパブロスを見かけたら、わたしを呼んでくれ

もしアンドレアスを見かけたら、わたしに言ってくれ。

わたしは非常な悲しみで彼らをわれに返らせ

すすり泣いて彼らをあきあきさせる。

でも彼らは山をあとにして、

河を渡る。

おのおのが他方を探し求め

お互い死に至るまで戦う。
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そして最も高い頂きまで、

最も高い尾根まで登り

お互いのそばに横たわり

彼らは同じ夢を見る。

ふたりは臨終の母親のベッドに

駆けつけた

彼らはお互いに手に手を取って

彼女の目を閉じる

そして、彼らがナイフを地中深く

突き刺すと水が湧き出し

それを飲んであなたは乾きを癒す。

ENA LiEI八INO

’Eva i'5£1A1v6 

a£ i'StaαV OTO OTαup6 

LOU KOpq>woαV TαXEPIαoou, 

μou KOpq>woav TOσπMxvα， 

LOUδtoαv£ 10 μana oou, 

μou i'StoαV T円V lJ.IUX~ μou. 

’Evαi'SEIAIVO 

ドE TOO KIOαvσTαi'Suo 

Mou KAElJ.IαVE Tl']V 6pα01'] 

ドOU 甘内pαV Tl']V q判制OU

μ6v μou ”£IV£ I']αKO~ 

va O’αVPOIKWπα1i'5i μou. 

’Eva i'5£1A1v6 

woav TOV OTOUPOETO. 

xiµ『］~£παom; ea＞.αOOEc;, 

Xiµl']~E 甘q crrouc; KOぃπouc;,
KOμ£ V’αVSiOOUV TO [30UVO 

KOi vαxαpouv 01 avepwrro1. 

4
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ある夕方

ある夕方

彼らはあなたを十字架に礁つけた。

彼らはあなたの手に釘を打って、

彼らはわたしのはらわたに釘を打ち込んで、

彼らはあなたを目隠しして、

彼らはわたしの魂を束縛した。

ある夕方

彼らはわたしをふたつに引き裂いた。

彼らはわたしから視覚を奪った

彼らはわたしの触覚を取り去った

彼らはわたしの聴覚だけを残した

だから、わたしには聞こえる、息子よ。

ある夕方

イヌワシのように。

海の上を舞い上がり、

平原の上を舞い上がり、

山々の花を満開にして

人びとを喜ばせる。

TON nAY八O KAI TO NIKO八10

Tov nauλO Kαl TOV NIK白人16

Touc; TTOVE YIαTα~i61 

μE j30pKαδiXWc; apμEVO, 

μE rr>.oio 6ixwc; ~apr1a. 

T’apμEva Tα ’KOψEφWTIO, 

Tα~OpTIαKαra1yioα 

Kαl TO Tロ~io1 eavαroe;, 

πOU yup10μ6 OEV EXEi 

Tou nα0λOU KOi TOU NIKOλIOU 

01 μavEc; 甘αV 臼vraμα

F
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pwrouv TO xwぃαvαrouc;πEl
KOi KEivo OTO~EIαiµα 

fiEV EiVαlαVOOTEvayμ6c; 

πOU J3yaiVEI G廿’TO X山ドα

μ6voπrw内 AaxrαplOT内，

va TTIElc; va ~EOIψOOE1c; 

パブロスとニコリオス

かれらはパフaロスとニコリオスを

航海に連れ出す

帆のないボートで、

マストもない船でG

火事で帆は焼失し、

嵐で7ストは失われた

それは死の旅であり、

戻ることはない。

パブロスとニコリオスの

母親たちは一緒に出てゆく

彼女たちは大地に言ってくれと頼む

大地は血を滴らせる。

それは大地からわき起こるため息ではない、

あなたが飲んで乾きを癒す新鮮な泉にすぎない

HA 円EPBO八IA

LTαπEpJ36λlα， 

μEe; crrouc; av61crμtvouc; K内廿cue;

0αv OMO TE eαOT内crouμE xop6 

Km ro Xapo ea kαAtcrouトJE

va 甘IOUμEαvmμa

間 lva rpayouo~crouµE 仰とi

ρ
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KparαTO Ki¥apivo Kα1 ro ~oupva 

Kl Ey山 eα’pew

ドE TO μ1Kp6 μou TO H甘口yλαμa.

Ax! Kαi yw ea’pew 

ME＜； σrr1<; μax11c; r11ψWTlcl μEπ内PE<; XapE 

πdドE OTαπEpl36λlαyrαxop6 
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Kpam r11v Kap5ra crou, μava yi¥uKra 

Kl EYW Elμ 0 y1oc; 甘ou yup1crE y1a μ1α 

。ou μana 

αx! y1a μ1α 似OTlcl.. 

「10 TO μETWlTOσαv tφuyαμαvouλα 

EOU BEV 内p8E<; Vα ”EδEl<; 
三EV050UAEUE<;

KOi 甘内pα μ6vo<; μou TO rpaivo 

πOU μE 甘内VE πtp’απ’T円 sw内

果樹園の中で

花の咲き乱れる果樹園の中で、

昔のように騒いで踊り

死神を招いて一緒に

酒を飲んで歌を唄おう。

クラリネットと縦笛を持ち出し、

わたしは小さなバグラマをもって来る

ああ、わたしも行く。

死神は、わたしを戦火のなかに連れ出した、

果樹園に行き踊ろう。

可
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花の咲き乱れる果樹園の中で、

死神よ、もしわたしがワインで、踊りで、歌を唄うことで

おまえを打ち負かしてしまうなら、

そのとき一晩の命を与えてくれ。

元気を出してください、大好きなお母さん、

ひと目見ようと帰ってきた息子て。す。

ああ、ひと目だけです

わたしが前線に向けて発ったとき、いとおしいお母さん、

あなたは会いに来てくれなかった。

あなたはそとで働いていて

わたしはひとりで汽車に乗った

そのとき、わたしは自分の人生から連れ去られた

おわりに

今回は、テオドラキス「死んだ兄弟の歌Jを取り上げた。今後は同じくテオ

ドラキスが曲をつけたリツォス（詩集「墓碑銘」、 「ロミオシーニJ）、アナグ

ノスタキス（映画「セルヒロコ」のテー7 曲の原曲の作詞）、エリティス（詩集「ア

クシオン・エスティ J）、セフェリス（詩集「ヱピファニアJ）、カザンザ、キス（映

画「その男ゾ、ルノ~J ）、カンバネリス（小説「マウトハウゼン」）、等の作品につ

いて、政治的な時代背景、歌詞と音楽の関係性を継続して研究し、より研究の

精度を高めることを筆者の目標としている。その過程で、他の作曲家、ハジダ、

キス、クサルハコスや、その前の世代のシンガーソングライターであるツィツ

アニスやノtンパカリス等についても触れなければならないはずである。
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